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DXCによる高度な技術力とプロジェクトマネージメント力によるスムーズなDBバージョンアップと移行の実現

顧客名

日系大手製造業

場所

日本、中国、アジア各国

業界

製造業

DXCの提供サービス

Oracle EBS(EBS)の
FinancialsモジュールのDB

バージョンアップ

• ExaCS(Exadata Cloud Service)
上で稼働しているEBSのOracle 

DBの11g > 19cへのバージョン
アップ

• ExaCS上稼働している認証基盤
(OAM/OID)のDBをIaaSへ移行

• MS IE11のEoSに伴う、
Edge/Chromeブラウザ対応用の
JWS(Java Web Start)適用

• EBSのOS：Oracle Linux Ver.6 

> 8へのバージョンアップ

ビジネス課題

現行EBSデータベース11gのEOSに伴い、1年以内に19cへのバージョンアップ対応が必須
• 複雑で大規模なEBS構成。OCI ExaCS上に約30のDB(一部DBCSもあり)とEBS 21インスタンスが稼働し、

OAM/OID等他Oracle製品や3rd Party製品等とも連携）

• 19cからはコンテナ化方式でのバージョンアップが必要

• EBSとその周辺システム含むプロジェクト全体は4社で分担するため、お客様及び他社との密なコミュニケー
ションと全体を見据えた計画とマネージメントが必須

ソリューション、提供サービス

日本チームと、豊富なOracle製品導入実績のある海外チームとの協業によるサービス提供
• 設計、導入、運用保守(提案予定)までのEnd-to-Endの包括的支援

• OCI(IaaS, ExaCS), DB, EBS, OAM/OID, Weblogic, JP1, Zabbix等、インフラ-DB-ミドルウェア-アプリケーション
までのフルスタックのテクニカル支援

• 海外チームと連携して日本ではエンジニアの少ない認証基盤(OAM/OID)のIaaS移行を支援、日本ではまだ実績の
少ないコンテナ化方式でのバージョンアップの実現

• 海外チームとビジネスパートナーを束ねて適切にサービス提供を行う高度なプロジェクトマネージメントと遂行

成果
• オンスケジュールでプロジェクト完了し、月次決算や後続のPJへも問題なく業務を継続遂行

• 認証基盤(OAM/OID)DBのIaaS移行を遅滞なく完了。本番稼働後のトラブル無し。ExaCSより安価なIaaS
への移行により、コスト削減を実現

• JWS対応により、IE11のEOS問題を解消し、ブラウザの選択肢増(Edge、Chrome)と利便性の向上
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